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一人はみんなのために 

みんなは一人のために 

 １月の能登半島地震に際し、多くの募金を頂き感

謝申し上げます。募金は罹災証明書が発行された県

内会員に見舞金として、一部損壊１万円、半壊２万

円をお届けしました。いまだ被災状況が確定しない

方もおり、今後の状況に応じて対応します。 

 国に被災認定基準は外壁の損壊や傾きを重視する

ため、液状化による地盤被害は軽視される傾向があ

り、「地盤沈下や陥没の影響があるのに、屋根や外

壁だけで判定される。住民の悩みとかけ離れている」との声が寄せられています。 

生活再建支援金、住宅応急修理制度などの支援が被災者に届き、住まいの再建から

復興へとつなげる、国基準の改善が必要です。引き続き被災者支援活動に取り組みま

す。 

 消費税導入から３４年目となった４

月１日、消費税廃止新潟県各界連絡会

（民商、守る会、労働組合などの団体

で構成）は、新潟市中央区の本町商店

街入り口で街頭宣伝を行いました。９

団体２２名が参加しました。 

 「社会保障のためと言って消費税が

導入されて３４年になるが、社会保障

は年金引き下げ、介護保険料引き上げ

など悪くなるばかりだ、大企業の減税

や補助金、大金持ち減税に使われた。

国民生活が大変なまま。消費税を５％

に引き下げさせましょう」と道行く人

に呼びかけました。 

 高齢の通行人は「物価が上がってい

るのに年金は減らされている。消費税

を半分にしてもらえば本当に助かる。

頑張って」と話し、署名しました。 

 

３・１３重税反対統一行動 

税の集団申告行う 
 ３月１３日重税反対全国統一行動がおこな

われました。新潟市の中央行動をはじめ、各

地の集会に守る会の役員や会員が参加。税務

署と市役所に、自分で計算して作成した申告

書を提出しました。集会後パレードを行い、

「消費税を５%に」とアピールしました。 
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３月２１日に湊町班会を行いました。
会員の清水医師から、「腸内細菌叢（そ
う）、うんこ、おならの話」を分かりや
すくしていただき、大好評でした。 

「腸内には１００兆から１０００兆個
の細菌（善玉菌、悪玉菌、日和見菌）が
いて、それぞれ役割を持って活動してい
る。善玉菌を元気にする食生活（発酵食
品など）や運動も大事、ガン健診で早期
に発見し治療をすることも長生きにつな
がる。長生きしている人は決まって、
淡々と生き、淡々と死んでいく」。 

「私はうんこが固い、薬を飲んだ方が
いい？」「６年健診をうけてない、今年
は必ず受けます」などの質問も。始終笑
い声が絶えない楽しい班会になりまし

た。会員５人と会員外４人が、会員のSさ
んが配布した手書きの案内状をみて参加
しました。４人の方には、後日守る会に
お誘いをすることにしています。 

 昨年１２月から毎月班会を開き、仲間
ができ、集まって話ができる班にしよう
と話し合いました。４月の班会も待たれ
ています。  

 群馬県桐生市では、違法な生活保護の運用・人権侵害行為が長年繰り返され、

市民の命が脅かされてきました。生活保護利用者数は、２０１０年の８３９世帯

が２０２３年には４９０世帯に半減、自殺未遂者も出ています。全生連は、学

者、弁護士や関係者に呼びかけて「全国調査団」を結成。４月４・５日に群馬

県・桐生市への申し入れ、「市民集会」を行いました。６日に全生連交流会を行

いました。新潟県生連から５日６名、６日５名が参加しました。 

市民集会に１９２名が参加 
 桐生市市民文化会館で行った「市民集

会」は、生活保護 行政の実態を知りた

い、よくしたいと、桐生市民や全国から

１９２名が詰めかけました。 

 これに先立ち、調査団は群馬県庁への

申入れ、桐生市福祉課長要請、第三者委

員会の設置責任者の総務部長へ、要請を

行いました。集会会場でのフードバンク

に５０組以上、同時に行った生活相談に

は９名が来場し、２名の方の生活保護申

請を即日行いました。 二度と人権侵害

を起こさないために、桐生市での『生活

と健康を守る会』の結成の準備が始まっ

ています。 


